しかるに その 米 友が、 珍ら しく も 夢を見ました。 

「あ、 夢 だ、 夢 だ、 夢を見ち まった」 

からだ ふとん 

米 友 は 身体へ 火が ついた ほどに 驚いて、 蒲団から は 

ね 起きました。 実際 われわれ は、 夢を見つ けて いるか 

ら そんなに 驚かない けれども、 物心 を 覚えて、 はじめ 

て 夢を見た 人に とって は、 夢と いう ものが どのくらい 

不思議な もの だか 想像 も 及ば ない ことです。 

来 友 とても、 この 歳に なって、 初めて 夢を見た わけ 

あ .T- 

でも あるまい が、 この 時の 狼狽て 方 は、 まさに 初めて 

夢と いう もの を 見た 人の ようで ありました。 

ひうち あんどん 

そうして はね 起きて、 手 さぐりで 燧を 取って 行燈 



へ 坐り込んで しまいました。 

「いや だな あ」 

にが ほ 力げ 

米 友 は 苦りき つて、 行燈の 火影に 薄 ぼんやりした 室 

内 を 見廻した 揚句に、 ギック リと眼 を 留めた それ は、 

床の間の 掛軸です。 

「こいつ だ、 こいつ だ、 こいつが 夢に 出て 来 やが つた 

んだ」 

来 友が こいつ だと 言 つたの は、 勿体 なく も 

だいしょう ふどう そん 

大聖 不動 尊の 掛軸で ありました。 かなり 大きな 軸で あ 

るが、 ずいぶん 煤け 方が ひどい ものであります。 しか 

けんさく 

しながら、 右手に 鋭 剣 をと リ、 左手に If 索 を 執り、 宝 



あ つたから であります。 

「もし」 

そこで 立ち上って、 雨戸の 傍へ 行って、 

「誰 だェ」 

「もし、 少々、 ここ をお あけ 下さい まし」 

かどちが 

「お 門違い じ や) J ざいません か」 

米 友 も 小声で 言いました。 しかし 門違いに も 門違い 

でない にしても、 弥勒 寺の 門 を 入って 人 を 尋ねる とす 

れば、 ここ は その 一軒 だけです。 この 深夜に、 わざ わ 

ざ - ^ こまでと まど い をして 入り込む 人の あろうと も 思 

われません。 



いところ はない の だが、 一緒にい る 先生 は、 決して 明 

るい 世界の 人と は 言えない。 だから、 戸 を 開く 途端に 

けんのん 

「御用」 という 声が 剣呑で は ある。 あけて よい もの か、 

悪い もの か、 それでも まだ 来 友 は、 暫し 途方に 暮れて 

いると、 

「あなたが その 友 造さん じゃあ リ ません か、 本当の 名 

な ヽ， - しょ 

は 米 友さん とおつ しゃる のでしょう、 内密のお 話が あ 

るので すから あけて 下さい」 

外で は 存外、 落着いた 声で こう 言いました。 よし、 

ここまで 来れば 仕方がない、 まかり 間違ったら 二三 人 

は 叩き 倒して 逃げて やろうと 米 友 は、 足場と 逃げ路 を 



こうして ほうつ き 歩く のであります。 

ひとりごと 

好い 心 持で、 独 言 を 言いながら、 第 六 天の 前まで 先 

生が 来た 時に、 

「え 1 ッ、 危ない よ」 

路 次のと ころから、 警告 を 与える 声が ありました。 

「誰 だい、 危 ねえと 言った の は 誰 だい、 拙者 は 長者 町 

の 道 庵 だよ、 十八 文 だよ」 

「先生、 危 ねえ、 いま 柳 橋で 斬 合いが 始まって るんだ、 

そっちへ おいでな すつ ちゃ いけません」 

「ナナ、 ナンダ」 

道 庵 は 酔眼 をみ はって、 路次 口の 暗い ところ を 見込 



よ 面白が つ て、 

あくし ちぴ ようえ かげきよ 

「なにがし は 平家の 侍、 悪 七 兵衛景 清と、 名の リか 

け、 名のり かけ、 手取りに せんと 追うて 行く ：：： 

みほの や かぶと しころ 

三 保 谷が 着たり ける、 兜の 綴 を 取り はずし、 取り 

はずし、 二三 度 逃げ のびたれ ども、 思う 敵 なれば 遁 

さじと、 飛び かかり 兜 を おっとり、 えい やと 引く ほ 

どに …… 」 

面白がって 道 庵 は 「景 清」 の 謡-を おっぱじめました。 

「先生、 謡 どころ じゃありません、 やって ます ぜ、 やつ 

てます ぜ、 斬 合いが 始まって るんだ から、 早く こっち 

へ 逃げて おいでなさい まし」 



ら さげた ままで、 左の 手 を 以て、 右の 肩の 上 をし つか 

まっさお かお 

リと 押えて、 真 蒼な 面 をして フラ リフラ リと 歩いて 来 

るの は、 年の 頃 はま だ 若い、 袴 を 着けた さむらい であ 

リ ま ^9 

出合 頭に、 それと ぶつつ かった 道 庵 は、 

「や ァ、 危 ねえ！」 

この 時 ひとたまりもなく、 後ろへ ひっくり返 つてし 

まいました。 けれども、 それ は、 一 刀の 下に きりふせ 

られ たのではありません。 鉢 合せ をして 打倒れ たまで 

さす 

のこと で、 道 庵が 痛い 腰 を 擦って 起き直ろ うとした 時 

に、 先方の さむらい も 同じく 後ろに 打倒れ ている こと 



徐ろに 橋の 上 を 進んで 行く のであります。 その 進ん 

で 行く 橋 板の 上 はべ ッ トリと 血 だらけで すから、 やや 

も すれば それに ヒ つて、 足 を 浚われよう とする 間 を 選 

んで徐 かに 歩きました。 

左に は 両国 橋が 長蛇の 如く 蜿蜒と している。 右手 は 

平 右衛門 町と 浅 草 御門までの 間の 淋しい 河岸で、 天地 

は 深々 として、 神 田 川 も、 大川 も、 水 音 さえ 眠る の 時 

でありました。 

「駒 井の 殿様」 

堪リ 兼ねた と 見えて 寅吉 が、 あと を 慕うて 来ました _ 

「ぉ危 のう ございま すよ」 



駒 井 甚三郎 は 提灯 を 差し上げて、 寅 吉の方 を 照し ま 

した けれど、 その 時 は、 もう 来るな と 言って とめ はし 

ません。 

「あ ッ」 

と 言って、 寅吉 は、 その 橋 板に 流されて いる 血汐 に、 u 

りました。 ぉ危 のう ございます という 口の 下から、 自 

分が 危なく 打倒れ ようとして 橋の 欄干に 取鎚 つた、 つ 

ふる 

いその 隣 は、 例の しがみついた 屍骸で したから、 慄ぇ 

上 つ て 飛び退きました。 

「駒 井の 殿様、 あんまり 進み 過ぎて、 お 怪我の ない よ 

うに I 



そこで、 提灯の 間に、 二人の 面が 合いました。 いず 

れも 覆面 はして おりません。 微かながら 提灯の 光 は、 

お も ざ し 

二人の 面 差 を 映し出す に 充分で ありました。 

そこ もと さま 

「おお、 其 許 様 は 駒 井能 登 守 殿で は、》 J ざり ませぬ か」 

あき 

少年 は、 驚き 呆れた 音声です。 

「宇津木 君で はない か」 

駒 井 甚三郎 もまた 呆れ 面です。 この 少年 は 宇津木 兵 

馬で ありました。 駒 井 甚三郎 と 宇津木 兵馬との 会見 は、 

滝の 川の 西洋 火薬 製造所 以来の ことで ありました。 

一 一人 はまた 意外のと ころで、 意外の 奇遇 を 喜び まし 

た。 兵馬の 語る ところに よれば、 兵馬 は、 ついこの 川 



袋 を、 ちょいと 指先 をつ まんで 締め上げて、 ギ ユウと 

やわら 

参らせて しまった とこ ろなん ぞは、 ど の くら い 柔術 の 

方に 達して おいでな さるんだ か 底が 知れね え。 昨晚は 

昨晩で、 また 命知らずの 浪人が 何十 人と いう もの、 第 

六 天の 前から 柳 橋へ かけて 斬り 結んで いたと ころへ、 

先生が 通りかかって、 一声、 言葉 を かける と、 散々 バ 

ラバ ラ 逃げ去 つ てし ま つたと いう ことで) J ざ いますね、 

どこへ 行つ て も その 評判で 持ちきりで ございま すよ。 

実際、 あの 先生 は、 ああして ふざけて おいでな さるけ 

れど、 学問と いい、 武芸と いい、 まあ 昔で 言えば 由 井 

正 雪と いったよ うなお 方 だが、 世が 世 だから、 ああし 



へ 分け入った けれども、 必ず 何れ かに 根拠地が あって、 

そこで ひとたび 合図 を すれば、 なお 幾多の 同志が 続々 

と 集まって 来る ことに はなって いるだろう。 また 山 崎 

こそ は 単身で、 あと を 追い かけた ような もの だが、 甲 

府の 地へ 足 を 踏み入れた 時 は、 勤番の 武士 は f 呼して 

皆、 その 味方に なるべき はずで ある。 

しかしながら、 どう 間違った もの か 山 崎と 七 兵衛と 

の 二人 は、 ついに 南条、 五十嵐ら の 一行 を 突き 留める 

ことができないで、 甲府の 城下に 着いて しまいました。 

山 崎 も 七兵衛 も、 その 用心に かけて は 優劣の ない 方で 

すから、 同じ 道 を 通ったならば、 彼等に 出し抜かれる 



ら ねえが、 名刀に も 品が ある、 お前 たちのい う 名刀 は 

あんまり 大した 代物で は あるまい」 

「それが なかなか 素敵で、 出処が 確かな ものなん です 

よ」 

「古刀 か、 新刀 か。 在銘の もの か、 ただし は 無銘 か」 

「古刀の パリ パリで、 たしか やすつなと 言って いまし 

たよ」 

で わ 

「やすつな？ やすつな も いろいろ あるから な、 出 羽 

しもさか 

にも あれば、 下坂に も あるし、 薩摩 にも、 江戸に も あ 

るんだ、 出来の いいの も あるが、 そんなに 大した もの 

じ やなかろう I 



東に 走って、 まもなく 酒 折 村まで 来る と、 そこで 本 街 

道 を 曲って 入り込ん だのが、 酒 折の 宫 であります。 

酒 折の 宫の 庭へ 入って 見る と、 松林の 間に 人が 集 

ま つ て噪 いで います。 

あんぐう 

日本 武 尊が 東征の 時、 ここに 行宮 を 置いて、 

新 治、 筑波を 過ぎて 幾夜 か 寝つ る 

しょ < 

と 歌 を 以て 尋ねた 時、 傍の 燭を 持てる ものが、 

ここの よ と を か 

かがな へて 夜に は 九 夜、 日に は 十日 を 

と 答えた と いう 事蹟が ある。 

もとお リのリ なが 

ここに 立てる 石碑のう ちに は、 本 居宣長 の 

さかお りの みやよ ごと ひらた あつたね 

「酒 折宫 寿詞」 を 平 田 篤 胤の 筆で 書いた ものと、 甲 州の 



「ふざける ない」 

七兵衛 が叱リ つける と、 がんりき は ニヤ リニ ャリと 

笑い、 

「兄貴 も 思いの ほか 人が 悪い や、 弱い者 を！ 5- めつ こな 

し、 人の 物 を 横取り は 風が 悪い ね、 なにもお 前と、 お 

れの間 だから、 欲しけ り や あそうと 言つ てお くんな さ 

い、 ずいぶん 譲って 上げね え 限り もね えの だ、 だまつ 

て 持って行かれ ると 心 持が 悪い …… そうして また 兄貴 

はこれ を 持ち出して、 いったい どうす る 気なん だェ、 

失礼ながら、 このな かみの 有難 さが、 兄貴に はま だ わ 

かるめえ」 



人のう ちの いずれに もこの 伯耆の 安綱の 刀が 落ちな 

かった 場合に は、 それ を 鳥 越の 甚内 様へ 持って行って 

納める という ことに は、 二人とも 異議がない ので あり 

ます。 よって ここに、 鳥 越の 甚内 様なる ものの いわれ 

を 一 通リ、 説明し なければ ならぬ。 



八 

こいで ひょうご 

浅 草の 鳥 越 橋の 西南に、 御 書院 番の小 出兵 庫 (二 千 



百 石) という 旗本の 屋敷の 中に、 二人が 今い う 甚内様 

の 社が あるので す。 

ま つ 

神に 祀られ る ほどの 甚内 様と は 何人 ぞ。 それ は 英雄 

にも あらず、 また 義人に も あらず、 一 箇の 盗賊に 過ぎ 

こうさか 

ない のであります。 姓 を 高 坂と いって、 名は甚 内。 父 

は 甲 陽の 軍師 高 坂 弾 正で あると いう ことです。 

r 天晴れ 手練の この 槍先、 受けて はた まらぬ 大切の 幼 

な 児 …… 」 という 二十 四 孝の 舞台 面 は、 かなりに 高 坂 

弾 正の 器量 を 上げる ように 書いて あります。 その はじ 

め、 容貌 を 以て 信玄に 愛せられた ところ を 以て 見れば、 

また 非常な 美男子であって、 その後、 「保 科 弾 正 槍 弾 正 、 



にげだん じょう 

高 坂 弾 正 逃 弾 正 」 を 以て あえて 争わなかった ところ は、 

沈勇に して 謀 を 好む 人傑の 面影 を 見る こと もで き 

ます。 武田 信玄の 股肱と して、 一 二 を 争う 智将で あつ 

たこと は 疑うべく もない。 

わすれがたみ 

その 高 坂 弾 正に 一人の 遺 子が ありました。 幼名 を 

甚太郎 といい、 後に 甚 内と 改めた その 人が すなわち、 

鳥 越の 永 護 霊 神と して、 半ば 実在の 人となり、 半ば 

こ-つたん 

荒誕の 人となり、 奇怪な 盗賊と して 祀ら るるに 至リま 

した。 

つし ま 

父が 没して この 遺子 は、 祖父の 高 坂 対 馬に 伴われ、 

没落の 甲 州 を あとに して、 摂州芥 川に 隠れて 閑居し 



ている ところへ、 祖父の 知人であった 宫本武 蔵が 訪ね 

て 来て、 夜もすがら 語り明かした 時に、 祖父の 対 馬が 

甚 内を武 蔵に 預けました。 そのと き甚内 は、 まだ 甚太 

郎 といって、 年 僅かに 十一 歳であった という ことです。 

十 一 歳に して 宫本武 蔵に 預けられた 甚内 は、 その 時 

から 武 蔵に 従って 江戸に 下り、 武 蔵が 神 田お 玉ケ 池の 

近傍に 道場 を 開いた 時 (武 蔵が ぉ玉ケ 池へ 道場 を 開い 

た ことがあ るか どうか 考えないで 伝説 を そのまま 借用 

すると)、 そこで 武 蔵から 真 免 流の 免許皆伝 を 受け ま 

した。 それ は甚 内が 二十 一歳の 時の ことで あると いう 

ことです。 



後に 富 沢 町と な つ た。 

こも 

かくて 高 坂甚内 は、 箱 根 山に 籠って 悪事 を 働いて い 

たが、 詮議が 厳しく、 箱 根 山の 住居 もな り 難く、 そこ 

を 立 退いて 諸国 を 徘徊して いたが、 やがて 再び 江戸に 

舞い戻る と 赤 坂に 住居 を 構え、 例によって 辻 斬、 強盗 

の ほかに は、 表面 は 剣術 を 人に 教え、 内実 は 無頼の徒 

ば く え き 

を 集めて 博奕 を 業と していた。 悪行い よいよ 募って、 

さきて やく 

そのころ 牛 込 御門 内に 住居して いた 先手 役 青山 主 膳 

くみよ リき どうしん 

(千 五百石) の 組 与力 同心が 召 捕りに 向った ところ、 同 

心 一 一人まで 深 傷 を 負い、 与力 も 辛き 目に 遭つ て ほう ほ 

うの 体で 逃げ かえった。 それ を 聞いて 歯嚙み をした 主 



「はい」 

まくば 

幕 帳り で 仕切った 楽屋の 後ろから、 かなり 美人の 部 

に 属する 女 軽業の 娘が 面 を 出す と、 

「あのね、 茂 太郎を 呼んで 下す つたと いう 今日のお 客 

様 は、 どんな 人だった か、 お前 知って るで しょうね」 

さじ i„J 

「あの、 桟敷に おいでな さる 時に、 ちらりと お見かけ 

申し ましたが、 切 髪で いらっしゃる けれども、 なかな 

か 品の よい、 美しい お 方で ございました」 

「お前、 御苦労 だが、 若い 衆 を つれて、 ちょっと 迎え 

に 行って 来て くれない か、 わたし はこれ から 外へ 出か 

け るんだ が、 あの 子が 帰って いないと 心配に な るんだ 



から、 お客様の 御機嫌 を 損ねない ようにお 話 をして、 

早く 帰して いただく ようにね」 

「 畏 まりました」 

「近いと ころ だけれ ど、 このごろ は 物騒 だから 気 を つ 

けて ね」 

お 角 は、 わざわざ 茂 太郎を 迎えに やって おいても、 

まだ 何 か 心配が 残って いるら しく、 柳 橋へ 行こう 行 こ 

う と 一一 一一 n い 言 い、 まだ 煙草 を 吹かしながら、 

「なんだか、 その 切 髪のお 部屋 様ら しいお 方と いうが 

気に かかる」 

と 言いました。 



いたと いう この 船宿の 亭主と、 おかみ さんと は、 その 

噂 をして、 お 角が 来る たびに 小首 を 捻って いるので あ 

リ ま ^9 

駒 井の 殿様 ほどの 人が、 あんな 女 を 相手に なさろう 

はず はない と 思う けれども、 そこ は、 あたりまえに 考 

えてし まう わけに は ゆかない。 あれほどの 殿様が、 甲 

州 をし くじって おいでにな つたの も 女の ためであった。 

その 相手の 女と いうの は、 女 もあろう に 身分 違いの 女 

であった という こと、 わずかに、 その 賤 しい 女 一人の 

うず 

ために、 あれほどの 地位 を 棒に振って、 半 生涯 を 埋め 

てし まうよう な！ I： 目に 陥つ ておしまい にな つたの が 情 



けない。 

お 家柄なら、 御 器量なら、 男ぶ りなら、 学問 武芸な 

ら、 何として 一 つ 不足の ない あの 殿様 は、 その上に 世 

にも 美しい 奥方 をお 持ちで ありながら、 その 奥方 はお 

< げ さま 

美しい 上に、 やん ごとな き 公卿 様の 姫君で いらせられ 

ると いうお 話で あるのに、 それが、 好んで 身分 違いの 

女 をお 愛しな さると いう ことこ そ、 恋 は 思案の ほかで 

ある。 えらい お 方 ほど、 女に かけて は 脆い もの か 知ら 

ん。 それとも 駒 井の 殿様 は、 あんなお 優しい 御 様子 を 

しながら、 やっぱり いかもの 食いで いらっしゃる のか 

も 知れない。 そうして 世の常の 女で は 食い足りないで、 



にもよ くわ か つ ている はずです。 

お 角 は 蛇の目 を さして、 柳 橋の 抉へ かかりました。 

まお ヒ^" 

お 角が 柳 橋の 抉まで 来る と、 頰 冠り をして、 襟の か 

+6 して レ てい 

かった 絆 纏 を 着た 遊び人 体の 男が、 横合いから、 ひよ 

いと 出て 来て、 いきなり、 お 角の 差して いる 傘の 中へ 

飛び込ん だから、 お 角 も 驚きました。 

「何 をす るの」 

「お 角、 久しぶり だな」 

げんや だな 

それ は玄冶 店の 与三郎 もどき の 文句で ありました。 

その 文句で お 角が 気が ついて、 

「おや、 百さん じ やない か」 



武 蔵の 境 を 抜けさえ すれば、 そこに わが 子の 面影 を 見 

る こと を、 人に 語つ て 涙 を 呑んだ こと も ある はずです _ 

きしん 

江戸へ 着いて、 いずれの 時 かそれ を 思い起して、 帰心 

矢の 如き もの あるべき は、 情に おいても、 理 において 

まさ 

も、 当に しかるべき ところが あるが、 今では、 もう 義 

理 にも 人情に も 泣， ，- うとい う 涙 は 涸れて、 ただただ 血 

に渴く 咽喉が 拡大し、 夜な夜な 飽くまで 人の 血 を貪リ 

す さ 

飲む の 快味に 我 を 忘れ、 我 を 荒 ましめ ている に 過ぎな 

ふるさと 

かろう。 今時分、 里心に 駆られて 故郷へ 帰って みたつ 

て、 そこに は 何の 興味 も あるべき はず はない。 興味 は 

あるべき はず はない けれども、 この 際、 何と はなしに 



が 怖ろ しい」 

と 蔭口 を 言われた こと も ありました。 しかし、 いよい 

よ 熱くな つていた 坊さん は、 それでも いっこう 悔 ゆる 

けしき 

気色が なく、 ひきつづいて 通って いました。 

今 も、 心安く、 すうつ と大 隅の 部屋へ 素通りし たも 

のと 思って いると、 その 姿が 見えない という わけです _ 

かお まっさお 

「御前 様のお 面が 真 蒼 でした」 

ふる 

禿が 唇を顫 わして 言 いました。 

にじ 

「そう 言えば、 肩のと ころに 血が 滲んで いたよう でし 

た」 

それつ きり、 もの を 言う 者が ありません。 



あつたから、 大隅は 立ち上りました。 

大隅を 名 ざしで 来たの は 竜 之 助であります。 初 会と 

いう ことで もな し、 馴染と いう ことで もない から、 多 

分、 二度目でありましょう。 して みれば、 いつの まに 

か、 一度 はこの 家の、 この 女と 会うた ことがあ つたの 

に^-いない。 

しかしながら、 ほんの 訪ねて 来たと いう だけで、 二 

人 は 別れ別れにな つてし まいました。 大隅は 自分の 部 

屋へ 来て、 気 分が悪いと 言って 寝て しまいました。 竜 

之 助 は 疲労が はなはだ しいと 言って、 他の いずれ かの 

部屋で 寝て しまいました。 



たんてき 

けなく 短 笛の 音が 起り ました。 

一 口 飲んだ 水 さえが、 火と なって 胸の 中で 燃える か 

と 思われる 時に、 短 笛の 音 は、 一味の 涼風と なって 胸 

に 透る のです。 

この 真夜中に、 隣の 部屋で 尺八 を 吹き出した ものが 

あります。 竜 之 助の 持って いる 風流と いえば おそらく 

尺八が その 唯一 の ものでありましょう。 それ は 父の 弾 

正が 好んで 吹いた ものであります。 それ を 学んだ 竜 之 

助 は 幼少の 時から、 それだけ は 心得て おりました。 伊 

勢から 東海道 を 下る 時に、 たしか 浜 松まで は、 その 一 

管の 尺八に 余 1 首 を こめて 旅 をして 来た はずです。 浜 松 



音楽が 好きで、 楼の 人の 学ぶ の を 見 まね、 聞 まねに、 

さま ざ ま の 音曲 を 覚え ています。 人 定まった 後に 誰も 

いないよ うな 部屋 を 選んで、 二人 はこうして、 笛 を 吹 

き、 歌 をうた うのが 何よりの 楽しみで あります。 

「ねえ、 金 伽羅さん、 今度 はすが がき をお やりよ」 

とすす めた の は、 歌 をうた つていた 制 多 伽であります _ 

「制 多 伽さん、 このお 隣に は 人が いるの よ」 

金 伽羅 童子 は、 尺八 を 膝に 置いて 返事 をし ました。 

「え、 人が いるの、 お 隣に？」 

「ええ、 病気なん でしよう よ、 はじめの うち は大 へん 

苦しがって いたんです けれど、 そのうちに 癒って 寝て 



しまったよう ですから、 それで、 わたし は 笛 を 吹き出 

しました。 あんまり 吹いたり、 歌ったり して、 せっか 

く 寝た 人 を 起す と 悪い ね」 

「そう、 でも、 病気が 癒って 寝て しまったん なら、 い 

いでしょう、 すがが きをもう 一 つお やりよ、 わたし は 

歌わないで、 だまって 聞いて いるから」 

「そうしましょう か」 

やがて、 また、 しめ やかな 尺八の 音が 起り ました。 

r ゥ— ホフ、 ホウ ェャ …… 」 

よど 

こんど はすが がき を 始めました。 淀み もな く 三べ ん 

吹き返した すがが き は、 子供の 歌口と は 思われな いほ 



上げ るんだ、 それ は 何 だと 来る、 お 腰の物で ございま 

す、 刀で ございます とこう 申し上げ ると、 刀 は 誰の 作 

だとお 言いな さるに きま つてい る、 それ は ほかで は) J 

ほうき 

ざ いません、 伯耆の 安綱で ござ いますと 申し上げ ると、 

きっと 神 尾の 殿様の 眼の 色が 変る に違いない、 そこ を 

附け 込んで …… ところで、 その 伯耆の 安綱 は、 もと も 

と 神 尾の 殿様のお 持物で ございま すから、 決して 代金 

をいた だこうと は 存じません が、 お 言葉に 甘えまして、 

ひとしな 

ただ 一 品の 望みが ございます、 その 一 品と 申します の 

は、 お 絹 様のお 手許に おいでな さる 子供 を、 決してお 

絹 様のお 手から いただこうと は 存じ ませぬ、 殿様のお 



手ず から …… こんな ことに 持ち かけて ごらん」 

それ をお 角 は 大喜びで、 - 悉く 呑 込んで しまい まし 

た。 

七兵衛 は、 お 角に 知恵 を 授けてから、 持って来た 箱 

入りの 品物 を 手渡しし ました。 これが 伯耆の 安綱で あ 

りましょう。 この 時の 安綱 は、 まだ 鳥 越の 甚内明 神へ 

は 納めない であった ものと 見えます。 甚内 様へ 納める 

代りに、 お 角の 手に 預けて、 その後の 幕 を 見ようと も 

しない 七兵衛 は、 この 小屋 を 立ち 出で て どこへ 行く か 

+6 のま 

と 見れば、 品 川へ 出て、 東海道 を 真一文字に 走せ 上り 

ま ^9 



になって いるの も 長い ことで は あるまい し、 世話に 

なって いるう ち も 首尾 さえ すれば、 どこでも 兵馬 を迎 

えて 会う ことができる からと いうよう な 都合で、 か 

さと 

え つて この 廓に いるより は 勝手で あるとの 事情が 唯 一 

の 理由と な つ ている ようです。 

あきた 

兵馬 は それ を 聞いて 甚だ 慊ら ない。 慊ら ない のみ 

ならず、 いまさら 浅まし さ を 感ぜずに はおられません _ 

人の 力で 自由にされ たものに、 そっと 忍んで 逢瀬 を 楽 

しむと いうよう な 気に はなれません。 女が それ を あた 

り まえの ことのよ うに 心得、 むしろ 手柄の ように 思つ 

ている ことが、 兵馬に は 歯痒くて たまりません。 世話 



よって、 非常手段 を 決行す るの みです。 その 時に 兵馬 

は、 南条 から 頼まれた 義理合い ずく の 交換条件 を 思 い 

起しました。 

「どうあって もこの ままに は 置け ない、 よろしい、 山 

崎 譲 を 手に かけよう」 

ついに 兵馬の 決心が ここまで 上りつ め、 多年の 仇敵 

や 、-. M おの 

に 向ける 刃 を、 己れ に は 罪 も 恨み もない、 むしろ 新撰 

よし 

組 以来の 誼みの ある 山 崎 譲に 向けよう とする 兵馬の 心 

に は、 天魔が 魅ん りました。 



た。 

「あ、 痛！」 

自分ながら、 あんまり 強く 剌し 込み 過ぎた の を 驚い 

て、 あわてて 引き抜こう とした はずみに、 ポッリ とそ 

の 針が なかばから 折れて しまいました。 ただ 折れたん 

ならいい けれど、 半分 折れた の は 肉の 中に 食い 止まつ 

ていて、 折れた その 半分 だけが 自分の 指先に 残り まし 

た。 そこで、 さすがに お 銀 様 も ハツと しました けれど 

も、 折れた 半分の 針 はどうしても 抜く ことができ ませ 

ん。 口 を 当てて 吸い取ろ うとして 空しく 努力し ました _ 

幾度 口 を 当てて 吸い上げても、 お 銀 様の 舌に 磁石の 力 



き つ たものと 見えます。 

「もし、 あなた、 私の 身体が 腐っても いいので すか」 

お 銀 様 は 物狂いで もした ように、 荒ら かに 竜 之 助 を 

夜着の 上から 揺ぶ りました。 それでも 答えが ありませ 

ん。 

「わたし はこうして 血 を 絞って お経 を 書いて いました、 

もし、 わたしの 身体が ここから 腐って いいのなら、 わ 

たし はもう、 この 血で お経 を 書きません、 書き かけた 

ま \ 一 

お経 は 反古に してし まいます、 この 血で 歌 を 書いて し 

まいます。 あなた、 お経 を 書いた 方が いいで しょうか、 

それとも、 歌 を 書いた 方が いいで しょうか。 お経の 有 



それと 同時にけ たたまし い 物音が、 井戸側の あたりで 

起リ ました。 

やちゅう すまい け 

「おのれ 夜中、 人の 住居 をう かがう と は 怪しからん 奴 

じ や、 誰に 頼まれて 何し に 来た、 それ を 言わぬ と、 こ 

の 井戸の 中へ 投げ込む からそう 思え、 さあ、 誰に 頼ま 

れて 何し に 来た、 真直ぐ に 言え」 

3 の〕 

こう 言って 罵って いるの は、 ほかならぬ 神 尾 主 膳 

の 声であります。 しかも 主 膳が、 酔つ ばらって 酒乱に 

な つ ている 時の 声であります。 その 言う ところ を 察す 

ると、 何 か 怪しの 者 を 捉まえて、 それ を 井戸側まで 拉 

きた 

し 来った ものら しくあります。 お 銀 様 は 針の 手 をと ど 



めて 耳を領 ける と、 

「いいえ、 決して そういう わけで は ございませぬ、 わ 

たくし は 怪しい 者で は ございませぬ、 安房の 国、 清澄 

山から 出て 参りました 弁 信と 申す 盲目 で > ^ ざ います、 

ァ J の通リ 眼が 見えない もので ございます、 清澄 山 か ら 

かぎょう 

このお 江戸へ 出て 参りまして、 ほかに 稼業 も ございま 

せんから、 少しば かり 習い 覚えました 平家 琵琶 を 語つ 

か どづ 

て、 門 附けを 致して おります ので ございます。 ごらん 

下さい、 この 通り 袋に 入れて 背負って おります のが、 

その 平家 琵琶で ございます。 ほんとうに 拙 い 業で ご 

ざいます から、 収入 も 至って 少の うご ざいます、 それ 



ません。 門附け をして 歩く と 言いながら、 田舎 同様な 

この 染井 あたりへ やって来る というの も わからない。 

また 盲目の 身で、 本 所から ここまで 流して 来たと いう 

の も 充分に 不審の 価値 は あるので あります。 それから 

また この 化物 屋敷の 内状と いう ものが、 実際、 嫌疑 を 

かけられて 探られた 場合に、 痛い 所がない と は 一一 一一 n え な 

きゅうめ い 

い 住居であります。 それ を 引 捕えて 轧 明しょう とい 

しわざ 

うの は、 主 膳の 仕業と して は 有り得べき ことに 違いな 

いが、 それにしても、 生きながら 井戸へ 投げ込む とい 

うの は あまりに 惨酷で ある。 さすがに お 銀 様 も、 いい 

心 持で それ を 聞いて いる わけに は ゆきません …… とこ 



す。 人に 災いの 起る 前に は その 音 を 聞いて いると、 

ひとりで にわかる ことがあ るので ございます …… それ 

でございますから、 わたくし は、 気に かかる 物の 音色 

は、 聞き 過) J しに 致す こと はで きな いので， 1 ざ います。 

そこで、 今晚、 聞きました 尺八の 音色 は、 近 ごろ 珍し 

いもので ございました。 わたくし は その 音色 を 聞きな 

がら、 いろいろと 想像 を 致しまして、 ついつ い、 こん 

なと ころまで、 お あと を 慕って 来たよう なわけ なんで 

ございます。 と 申します の は、 その 方 は 駕籠の 中で 尺 

八 を 吹いて おいでになり ましたんで すが、 わたくしと 

同じ ことに、 眼の 見えない お 方なん でございます。 眼 



の 見えない 方の 吹く のと、 眼の 見える 方の 吹く のと は、 

私に はよ くわ かるので ございます。 ところが、 同じ 眼 

の 見えない に 致しましても、 そのお 方の 眼の 見えない 

のと、 私の 見えな い のと は 性質が 違 うん で > J ざ います 

ね。 わたくしの 眼 は、 全くつ ぶれて しまった 眼で ござ 

いますが、 その 方の は、 どうかす ると あきます、 再び 

眼が あくべき はずの もの を、 あかせて 上げる ことが で 

きないので ございます。 それです から、 わたくしの 眼 

は、 全く 闇の 中へ 落ちき つ た 眼で ございます けれど、 

そのお 方の は、 天に も 登らず、 闇に も 落ちない 業に か 

らまれ た 眼で ございます。 それに、 わたくしが、 どう 



しても 不思議で たまらな いと 思います の は、 前に、 わ 

たくし は その 方と 一 度、 逢った ことがあ るんで ござい 

ます。 どうして それが わかった かと 申します と、 駕籠 

の 中で 咳 をな すった 時に 気がつきました。 いつぞやの 

晚、 神 田の 柳 原の 土手と いうと ころ を 通ります 時分に、 

わたくし は 怖い ものに 出会し ました、 怖ろ しい こと を 

して、 人 を 嬲 殺しに している お 方が ありました、 その 

方が、 つまり 今夜、 尺八 を 吹いて、 駕籠に 揺られて こ 

ちらの 方へ おいでになった 方なん でございます。 その 

れ、 -ま 

尺八のう ちに、 本手の 『鈴 慕』 というの をお 吹きに な 

れんぼ 

リ ましたね。 俗曲の 『恋慕』 と は 違いまして、 『鈴 慕』 



わたくし を 井戸へ ハメ ると、 あなた 様が 地獄に 落ち ま 

す ぞ I 

もとより、 斯様な 警告に 怖れる 神 尾ではありません。 

遮 一 一 無 一 一、 弁 信 を 引 捉えて 井戸へ 投げ込もうと 焦り ま 

す。 弁 信 は、 そうは させ じと 死力 を 出して 相 争う こと 

前の 如くで あるが、 結局、 盲 法師 は 神 尾の 敵で はあり 

ません。 ついに 井戸 桁に しがみついた 両の手 を 撐ぎ離 

されて しまいました。 得たり と、 神 尾 は 両の手で 抱き 

すくめて、 弁 信 を 浚い 上げました。 

「あ、 誰か 助けて 下さい、 盲 法師の 弁 信 を 生きながら 

井戸の 中へ 投げ込んで しまいます、 弁 信 は それほどの 



その 時に 竜 之 助 は 蒲団の 上に 起き直って、 枕許の 煙 

きせる の 

草 盆 を 引き寄せて、 長い 煙管で 煙草 を 喫み はじめ まし 

た。 

あわて 騒いで いた 福 村 は、 神 尾 を 肩に かけて、 よう 

やく その 場 を 退去して しまった あとに は、 お 銀 様が 力 

を こめて 井戸 緦を 手繰る 音が、 ミシリ ミシリ と 重く 

きし 

軋って、 お 銀 様 は 一尺 引き上げて は 休み、 二 尺 引き 上 

げては 息をつい ている 様子が 手に 取る ようです。 好き 

でもない 煙草 を 吹かしながら 竜 之 助 は、 茫然と して 事 

の 経由 を 考えて います。 いったい、 あの 盲の 小坊主な 

る ものが 奇怪 千万で あると でも 思 つてい るので しょう _ 



ましたの は …… 」 

お喋り 好きな この 小坊主 は、 余念な く 毀れ た 琵琶の 

手入れ をしながら も、 人の 足音 さえ 聞 えれば 何が な 語 

り 出す のであります。 人が 耳 を 傾けよう ものなら、 自 

分の 素性 来歴まで も 事細かに 喋り 出そうと する の だが、 

ここに はお 銀 様と、 それから 屋敷の 召使の ほかに は、 

あまり 近寄る ものはありません。 相手が 無くなる と 平 

くちす さ 

家の 文章 を、 ひとりで 口吟んで、 曲の 歌い 廻し が 思う 

ように ゆかない 時 は、 幾度 も 謡い 直して います。 その 

くせ、 琵琶 修繕の 手 は 少しも 休む のではありません。 

ただ, が ゆかない だけで、 どこ を どう 直して いるの だ 



し、 三味線で は、 うつりが 悪う ございま すから、 私 も、 

やはり 短 笛 を 吹いて お 伴 を 致しましょう。 明晚 はお 天 

気 もよ ろしう ございまして、 それにお 月夜で ござ いま 

す。 時々 は、 外へ おいでになる ことが おたがいさまに 

保養で ございます。 月に 浮れ て、 お 江戸の 巿中 を、 尺 

八の 音 を 流して 歩く の は、 風流 では ございま せんか」 

弁 信が ， J う 言 つて 相談 を かける と、 

「出かけても いいな」 

と いうの は 竜 之 助の 返事で ありました。 

けれども その 明晚 は、 そのこと が 実行され ませんで、 

それから 三日 目の 晚、 この 二人の 盲目が 相 連れて、 染 



こから ともなく 短 笛の 響が 起り ました。 眼 を あげて 見 

ると、 いつしか 月が 東の 空に 出て います。 

もて あそ 

人の 姿 は 見えない が、 笛 を 弄 ぶ 風流の 人 は、 わざ 

と 月の 上らない うちに、 武蔵 野の 外 を 吹きめ ぐろうと 

する ものら しい。 この 短 笛の 音色が 兵馬の 頭 燃に、 一 

陣の 涼風 を 送らない という 限りはありません。 兵馬に 

は、 その 人が 何の 心あって、 何の 曲 を 吹いて 来る の だ 

こま 

かそれ はわ かりません が、 その 音 は 柔和に して 濃 やか 

むげん たど 

な 感情 を 含んで いる。 なだらか にして 夢幻の 境 を迪る 

ようで ある。 一 転す ると 悲壮 沈痛に して、 抑えが たき 

こち +P ラろラ 

感慨が 籠る。 朦朧と して 春の 宵の 如きと ころから、 



山門に 入る を 許さず』 と あ つたの だそう でございます _ 

つまり、 昔の は、 父母 兄弟でありましょう とも、 案内 

人が 有りましょう とも 無 かりましょう とも、 いったん 

しゅうちん 

寺へ 入った ものに は 面会 を 許さない という、 宗門の 

おきて 

捉 なので ございました そうです。 それ を 近頃に なつ 

しら かわらく おう ひど 

て 白 河 楽 翁さん というお 大名が、 それで は あんまり 酷 

い、 というので、 案内 人 無くして 入る こと を 許さず、 

と 改めさせ たの だそう でございます。 これ は どちらが 

よろしいで しょうかね、 宗門の 方から 申します と、 『骨 

肉 同胞たり と雖 も、 山門に 入る を 許さず』 という、 卯 

の 毛 も 入れない 厳しい ところに 情けが あるんだ そうで 



れ だけの 傷 を 負わせられ たこと は、 自分の 不覚で ある _ 

と 同時に、 どう 考えても 相手の 腕の冴え を 認めない わ 

けに は ゆかない ことです。 そこで 兵馬 は、 かの 天蓋の 

ただもの 

男が 只者で ない という こと を 考えました。 ただ それ だ 

あたま 

け を 考えた けれど、 混乱した 頭脳の ために、 空想 は あ 

らぬ 方へ 持って行かれて しまいます。 

兵馬 は 最初から、 吉 原へ 飛ぶ つもりで いました。 今 

となって は、 それが あまりに 恥 かしくて たまらぬ こと 

です。 そうかといって、 本 所の 相 生 町の 老女の 家へ 

帰って、 誰に 面 を 合せよう。 



十五 

みけん うな 

神 尾 主 膳 は 眉間に 怪我した ために、 病床に 呻って 寝 

てレ ます 

なぜか、 主 膳 は 医者 を 呼ぶ こと を 嫌います。 これ ほ 

どの 怪我 をして 呻りながら、 ついに 一 言 医者と いう こ 

と を 言いません。 医者 を 迎えよう という 者が あれば、 

厳しく それ を 叱りつ けて、 寄って 集って する 手 療治に 

任せて いるの は、 一 方から 言えば この 男の 剛晴我 R で、 



どうす る， J ともで きません。 

二人の 行こうと する 目 あて は、 多分 ただいま 弁 信が 

名乗った 通りであろう けれど、 その 歩み 行く 道筋の 光 

景は 更に わかりません。 武蔵 野の 尽くる ところに は、 

林 も ぁリ、 森 も あり、 畑 も あり、 江戸の 郊外が 始まろ 

うとす ると ころに は、 屋敷 も ぁリ、 人家 も あり、 火の 

こく あん あん 

見の 半鐘 もあろう という もの だが、 一 一人 はた だ 黒 暗々 

の 闇 を 歩いて 行く だけです。 お喋りの 弁 信 も、 どうし 

たもの か、 あれつ きり 沈黙して しまいました。 

染 井から 本 所へ 行こうと する の は、 この 二人に とつ 

て はかなり の 夜道です。 もし、 きながに 歩いて 行った 



「ェ ェ、 どうも 穏か でない 騒ぎ 方で ございます、 多分、 

喧嘩が 始まった ので ございましようと 思います、 そこ 

へ、 仲裁の 人が 出て、 ああの こうのと 言って、 騒いで 

い るら しう) j ざいます」 

そこで 弁 信 は、 また 静かに 歩き 出しました。 声の 

因って 起る ところ をた しかめて おき、 どのみ ち 二人 は、 

その 方向へ 行かねば ならない のです。 人の 噪ぐ声 は、 

あまた ののし 

いよいよ 近くな リ ました。 その 数多の 人が 騒ぎ 罵る 

中に、 人の 泣く 声が 聞え ます。 そこで、 弁 信 は 再びた 

ち どまり ました。 

「ェ ェ、 ェェ、 あの 中で 泣いて いるの は、 あれ は 女の 



制裁 は、 時に よりと ころに よって は、 非常な 惨酷な 私 

刑と なって 現われて 来る ことがあります。 二人 は、 そ 

の 哀れむべき、 憎むべき 犠牲であって みれば、 この 場 

ふぜい せんかた 

合に 弁 信 風情が 取 付いた とて、 詮方の ない もので ぁリ 

ま ^9 

「いけません、 いけません、 お前さん、 こんなと ころ 

へ 来る ものではありません」 

おとな 

温和し い 年寄 株の 者が、 弁 信 を 抑えました。 

「です けれども、 かわいそうで ございます、 大勢して 

一 一 人の 者 をお 苛めな さ るの はか わい そうで > ざ います 

から、 なんとかして 上げたい もので ございます、 当人 



有らん限りの 侮辱 を 加えよう とする ものら しい。 すで 

に加えて いるの かも 知れない。 男に は 堪えられる 侮辱 

も、 女に は 堪えられない。 むしろ 殺された 方が 遥かに 

はず 力し も だ 

まさる 辱 めの ために、 女が 身 を 悶えて 泣いて いるの 

が、 弁 信に もよ くわ かります。 

ともかくも 殺す こと は 憚りが あるから、 彼等の 制 

裁 は そこまで は 行くまい が、 当人た ち は、 そうされる 

より は、 殺される こと を 心から 訴えて 号泣して います _ 

見物して いる 者の 中には 女性 も ありました。 見て い 

かお お お 

られ ないで 面を蔽 うて 逃げ出す 者 も ありました。 しか 

しながら、 そのために、 たとえ 一 言で もとりな し を 言 



から 誰 だって、 母ち やん を 助けて くれる 人 はあり ませ 

ん。 小父さん、 どうぞ、 頼みます、 もう 母 ちゃんに 悪 

いこと を させません から、 今日は、 これで 許して 上げ 

てくだ さい まし、 どうぞ、 頼みます、 小父さん」 

こう 言って 女の子が、 杖と も 柱と も 竜 之 助 一人に 鎚 

りつく 時に、 一方 盲 法師の 弁 信 は、 いよいよ 群集の 中 

へ 深入りして しまいました。 

「皆さん、 人 の 罪 を 責める の は 結構な ことで ございま 

すけれ ども、 それよりも 結構な の は、 人の 罪 を ゆるし 

て 上げる ， J と で) J ざ います、 責められて 恨む 者 は) J ざ 

いましても、 ゆるされて 有難 い と 思わぬ も の は ござ い 



許して 上げれば、 その 徳が、 いっか はこつ ちへ 向って 

かえります けれども、 あんま リキッ いこと をな さると 

恨みが みんな こちら へ かかる もので ございます。 何 か 

大変が 出来ました ようです ね、 何で ございます、 ェ、 

本当の 御 亭主さん が 気 狂いに なリ ましたんで すって？ 

そうで) ，- ざ いましょう、 そういう ことになら なければ 

よいに と 思いました。 敵 も 味方 も 見さ かいな く 斬りつ 

けて おいでな さるんで すって？ それ それ、 そういう 

ことにな つ てし まう ので ございます、 悲しい ことです 

ね、 なんでも 最初に 許して おしまい になれば、 そんな 

ことに はならない ので ございま したのに、 許して 上げ 



ないから、 こんな 悲しい ことが 出来ました」 

弁 信 は 逃げ惑う 人に 押し返されながら 提灯 を 振リ立 

てて、 こんな こと を 言いました けれども、 誰と て 耳に 

入れる ものはありません。 またなる ほどと 感心して、 

それ を 聞いて いるよう な 場合で もありません。 

兇刃 を 振りかざした 気 狂い は、 もう その 背後まで 

迫って 怒号して います。 

「おれの 女房 は i< い 女 だ、 美い 女 だから、 おれ も 好き 

で 女房に 貰つ たんだ、 おれが 好きで 貰った 女房 を 誰が 

なん と言うんだ、 おれが 美い 女と 見る くらいの もの は 

ほかの 男が 見た つて 美い 女 だ、 だから、 どうしたと 言 



の 犬であります。 机 竜 之 助 は、 再び 紀 伊の 国の 竜神 村 

の 人と な つたので あろう。 

空 を ながめる ことができたなら、 その 天に は 清 姫の 

帯が 流れて いたか も 知れない。 天に 清 姫の 帯が 流れる 

時、 地に それ を ながめた 人に 祟りが ある、 という こと 

を 後に ぉ豊の 口から 聞きました。 

恍惚と して 立って いる 竜 之 助の 周囲 は、 どうしても 

紀 伊の 国、 竜神 村の 山の 奥であります。 

金蔵 は 斬って 落した けれども、 その 相手のお 豊はど 

こに、，' る。 



び 申して みましょう かしら。 それとも また、 ここで 大 

きな 声 を 出して 悪い ような こと は ございま せんか 知 

ら」 

弁 信 は 塵 打 払いながら 例によって、 暫く 小首 を 傾げ 

ている と、 その 鋭敏な 耳に 女の 声が 聞え る。 

「どうぞ ここ をお はなし 下さい まし、 人違いで 失礼 を 

致しました …… 苦しう ございます」 

それ を 聞く と、 弁 信 は 声の した 方へ 頭をク ルリと 振 

向けました。 

「どうぞお はなし 下さい まし、 わたし は 苦しう ござい 

ます J 



しの ぞくと、 

「まだ 起きて おられた のか」 

夢から 醒めて、 かえって 現実の 人の 醒めて いるの を 

不思議が るよう です。 

「はい、 まだ 起きて お 仕事 をして おりました」 

女の 返事 は、 まことに、 しとやかな 返事であります _ 

「こんな 夜更けまで、 誰の 着物 を 縫って いるの だ」 

「いいえ、 誰の 着物で も ございませぬ」 

と 言いながら、 女 は 再び 針の 手 を 運ばせて、 

「たいそう 夢に、 うなされて おいでの ようで ございま 

した」 



えた 甲 州 街道の 一 駅であります。 昨夜、 板 橋 を 出て い 

つの まに 八 王子へ 来て しまったろうと、 訝し さに 堪 

えられません。 しかしながら 駕籠 はいよ いよ 急ぎます _ 

ちょ-つじよ ラ 

暫くして 行 手に 山岳の 重 畳す るの を 認めました。 

「あれ は？」 

と 尋ねる と、 

， J ぼと けとうげ 

r 小 仏 峠 でございます」 

果して 甲 州 街道へ 来て しまった。 しかし、 よく 考え 

てみ ると 甲 州 街道へ 来る のが その 目的であった ようで 

雲の 棚曳 いている 小 仏 峠の 下 を 見る と、 道の 両側に 



追分に な つ て いました。 

駕籠 は 追分 を 左へ 一 散に 急ぐ のに、 竜 之 助 だけが 右 

へそれ てし まいました。 右へ それて は 駕籠 を 見失って 

しまう にき まっている けれども、 行 手に 見える 小 仏の 

峠へ 出る に は、 どうしても 右へ 行かなければ ならない 

と 思われて なりません。 左へ 行く のは噓 だと 思われて 

なりません。 右へ たった 一人で 急いで 行く と、 最初の 

うち は、 左の 道に、 畑 や、 林 や、 流れ を 隔てて 駕籠の 

飛んで 行く のがよ く 見えました。 急ぐ ほどに 双方の 距 

離が ようやく 隔たって、 とうとう 見え なくなり ました- 

駕籠が 見え なくなった 時分に、 峠 も 見え なくなり まし 
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